




Integrated Expressive Activities Through “The Listening Activities”:  














































































































































































































































ダの作曲家，R. マリー . シェーファー（1933–　）によっ
て提唱された概念で，日本では「音の風景」と訳される．
身の回りの自然の音や生活の音を意識的に聴き，耳で捉え
た風景を視覚化したり，言語化したりする活動である．
（1）実践内容
マリー・シェーファー著「音さがしの本」には，子ども
ができる音に関するエクササイズが100種類掲載されてお
り．エクササイズ45～47に「音をあらわす言葉を作る」と
ある15）．これを保育に活用すべく，以下のような授業実践
を行った．
①　学校の周辺を散策し，聴こえた音を集めてメモする．
②　聴こえた音からオノマトペを作る．
この実践は，領域表現の内容（1）「生活の中で様々な音，
形，色，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりするな
どして楽しむ」，（4）「感じたこと，考えたことなどを音や
動きなどで表現したり，自由にかいたり，つくったりなど
する」だけではなく，領域言葉の内容（2）「したり，見た
り，聞いたり，感じたり，考えたりしたことを自分なりに
言葉で表現する．」や領域環境の内容（4）「自然などの身
近な事象に関心をもち，取り入れて遊ぶ．」といった他領
域も意識した活動である．
音を聴いて言語化する活動では，固定観念を捨て，聴こ
えたままにオノマトペで表現するように伝えた．学生は
様々な音をオノマトペにして記していたが，落ち葉の音は
多くの学生が「カサカサ」「パリパリ」と書いており，同
じような表現が多かった．逆に多様な表現があったのはヘ
リコプターの音である．４つのクラスで別々の日，別々の
時間帯で行い，２つのクラスのサウンドスケープ中にヘリ
コプターの音が聴こえた．２つのクラスを合わせて79人の
受講者中，44人の学生がヘリコプターの音を記録してい
た．その結果を表１に示す．似たような表記はあるが，27
種類程度の言葉が出てきた．
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表１　学生が記録したヘリコプターのオノマトペ
（括弧内は人数）
ヴゥゥゥゥゥゥ バラバラ（2）
ガゴー ブーブー（3）
ガルルルー ブーン（2）
グァングァン ブォー
グゥーングゥーン ブォーパタパタ
ゴォーゴォー（2） ブォーンブォーン（4）
ゴーゴー（2） ブブブブー
デュルル ブルッブルッ
ドゥー ブルブル（3）
ドゥーンドゥーン ブルルル（3）
ドゥオン ボォ
ドゥルドゥル（4） ボォーボォーゴォー
ドルゥーン ボリボリ
ババババー（2）
（2）学生の感想の分析
学生からの感想には以下のような記述があった．
・　日常で音を意識して聴くという経験があまりなかっ
たので，聴こえてくる音の種類の多さに驚いた．目
に見えるものや耳に聴こえることを口に出すこと
は保育をする上で欠かせないことだと思うので，こ
れからも大切にすべきことだと思った．
・　自然の音などを聴くことで，言葉の表現も豊かに
なったので，保育でもこういうことをしたいなと
思った．
・　こどもたちには，考える力や集中力が身に付けられ
ると思った．
・　保育現場では，五感を働かせて保育者自身が気付か
ないといけないので，少しずつ身の回りの音につい
て自分なりに表現できるようにしたい．
・　車や風の音だけじゃなくて，自分自身が自然と組み
合わさって新しい音が作り出されることは素敵だ
と思った．
・　集中して聴いていたら風の音までしっかり耳の中に
入ってきた．
・　音から季節を感じることができた．
・　下手な虫の鳴き声も聴こえて，秋になり鳴くのを練
習しているのかと思うと面白かった．
・　友達と「今こんな音聴こえたよ！」と会話すること
でコミュニケーションが取れて良いと思った．
・　オノマトペが人それぞれ違っていて，友達と言い
合ったりするのが楽しかった．
・　車の音一つでも「ブーン」と聴こえたり，「ごおーっ」
と聴こえたり新しい発見だった．
・　水に石を投げた時「ボチャ」と私は聴こえたが，
「ジャバン」と友達は聴こえていて，一緒に聴いた
音でも人によってこんなに違うんだということに
気付いた．
・　鳩は「ポッポ」と鳴くと思っていたけど，「クック」
という鳴き声だった．
・　車も車種によって全く違ったエンジン音だというこ
とを知り，身近な音には色々な音があるんだと驚い
た．
・　風と言われれば，「ビュー」というイメージだった
けど，秋風は風によって枯れ葉が移動する音のほう
が強く聞こえてとても驚いた．
感想には，大きく分けて３つの特徴があった．自分が保
育者になった立場で考えたこと，音を聴いて感じたこと，
オノマトペで表現した際に感じたことである．まだ実習に
も行っていない１年生であるが，この活動を保育者として
行ったときに子どもたちに「考える力」や「集中力」，「言
葉の表現力」を高めることができると感じたり，保育者と
して「五感を働かせることが大切」と述べたりしているも
のがあった．１年次からただ受け身で授業を受けているだ
けではなく，保育者としての実践力を高めたいと考えてい
ることが伝わってきた．また，感じたことを友達と「共有」
することによって，「コミュニケーション」が取れると気
付いた学生もいた．これは，幼稚園教育要領等でも求めら
れていることである．
この活動を行ったのは，１年次の10月である．枯れ葉が
風に運ばれる音や，自分たちが枯れ葉を踏んだ時の音，虫
の声などから秋を感じる学生が多かった．またそれらの音
をオノマトペにする際に，友達との感じ方の違いや，思い
込んでいた音と違ったことに対する驚きなどが記載されて
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いた．オノマトペにする活動を行ったことで，学生たちの
感性も高まったようである．
４．考察
今回検証した２つの実践は，学生の感想から，幼稚園教
育要領等に沿った内容の記述や非認知能力に関わる記述が
みられたことから，こちらが意図したことは伝わったと
言って良いと考えられる．また，学生たち自身の感性を高
めることもできているようである．ただし，今回の授業実
践の内容に「素材」は取り入れられていないことが問題で
ある．学生の感想にあったように，図形楽譜を絵の具と
ペットボトルのキャップのような様々な形の素材を用いて
スタンプをするような活動で製作したり，紙を切って音の
形を作ったりすることも案として面白い．また，雨の音を，
素材を用いて表現する場合に，保育者として環境を整える
ためにはどのような素材を保育室に用意するかという問い
を行い，大豆や小石などの上から落とす素材と，空き箱や
ボウルなど下で受け止める素材を答えさせるということは
行っているが，実践まで至っていないのが現状である．今
回の分析で，幼稚園教育要領等や非認知能力に関する学生
たちの理解を深めることができていることは確認できたた
め，今後はこれらの活動にさらに素材を取り入れて発展さ
せ，保育現場での活動に活かすことができるような授業実
践を考えていきたい．
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